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ソフト対策

⇒迂回誘導の検討・時差通勤の促進
公共交通機関との連携 など

１．短期対策の立案が困難、対策完了までに時間を要する箇所への対応

様々な制約がある箇所や対策完了までに時間を要する箇所では、ピンポイント対策やソフト対策の立案が必要となっている。

また、対策完了箇所で、効果が未発現の箇所で追加対策がない箇所や、長期対策のみを対策案を持つ箇所では、広域的な
視点での対策や、交通需要の調整を主眼においたソフト対策（TDM）の検討が必要。

地域検討WG等を活用し、道路管理者・交通管理者が一体となり、効果的な渋滞対策検討を進めていく事が重要となっている。
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ピンポイント対策

⇒信号現示の見直し・
道路用地内での付加車線の延神など

短期対策が立案できない、対策完了までに時間を要する
【理由】用地や予算上の制約、長期の改築事業の対策完了まで時間を要する など

地域検討WG等を活用し、
道路管理者・交通管理者一体となった渋滞対策検討を推進



２．ピンポイント対策の検討事例
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■一般国道２号神戸西バイパス 小束山６交差点周辺（神戸市垂水区）

道路利用者会議より要望が寄せられている一般国道２号神戸西バイパスの小束山６交差点周辺では大型商業施設が集積し
、休日を中心に大きな渋滞が発生。

神戸西バイパスの西向きの多聞跨道橋では、幅広の路肩に車列が形成され１車線区間が２車線のような運用となっている。
曖昧な車線運用となった状況で、迷い車両や強引な車線変更を行う車両により後続車が阻害されることで渋滞が悪化してい
る事から、現道道路用地内で付加車線を設置することで走行位置・進路を明確化する対策を令和４年度に実施予定。

≪位置図≫

≪広域図≫

≪説明図≫

対策案
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IC

⼩束⼭６
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多聞
跨道橋

神戸西バイパス
西向き（下り）

神戸西バイパス
東向き（上り）

至 学園都市駅

至 垂水駅

右折レーンが短く、右折⾞が溢流し
後続直進⾞を阻害

1⾞線幅広路肩の道路上で、2⾞線のような運⽤となり、
迷い⾞両等が後続⾞を阻害し渋滞が発⽣

⼩束⼭６交差点東向きに
多くの⾞両が流⼊し、交通渋滞
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右折レーンを延伸し、後続直進⾞阻害を抑制
（神⼾市事業 R2年度完了済）

右折付加⾞線を設置し、ゼブラ帯も活⽤
することで⾛⾏位置を明確化

※⼩束⼭６交差点東向きについては、
ソフト対策による交通負荷軽減策を検討中

神戸西バイパス
西向き（下り）

神戸西バイパス
東向き（上り）

１⾞線+幅広路肩で
２列の⾞列が形成

神戸西バイパス西向き

小束山６
交差点



２．ピンポイント対策の検討事例
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■一般国道１７１号 北村交差点（伊丹市）

道路利用者会議より要望が寄せられている伊丹市の一般国道１７１号北村交差点では右折車回避を目的に東西方向の現示
を分けることで青時間のロスが生じており、渋滞が発生。

 「左折・右直」の車線運用となっている国道１７１号を「左直・右折」に車線運用を変更、右折導流を見直して右折車交錯を解消
することで東西同時現示化、右折現示を追加する対策を実施予定。

令和４年度着手予定

≪位置図≫

≪広域図≫

≪説明図≫
交通状況

兵庫県
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至 西宮市

至 池田市

至 吹田

171

北村交差点

主要渋滞箇所

写真

至 西宮

北村交差点
国道１７１号

N対策前

至

池
田

至

西
宮

至

西
宮

至

池
田

N

右折車の交錯回避を目的に、
東西方向の現示を分けることで青時間をロス

右折導流を見直すことで
右折車同士の交錯を解消

東西方向ともに左折・右直⇒左直・右折に
車線運用を見直すことで右折現示を追加

車線運用

車線運用

車線運用
（見直し後）

車線運用
（見直し後）

対策後



３．ソフト対策の検討事例
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■一般国道１７６号 宝塚市域における迂回誘導の状況報告

≪位置図≫

≪広域図≫

宝塚歌劇場前交差点

主要渋滞箇所

兵庫県

宝塚歌劇場前交差点
国道176号
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田

平成29年12月撮影
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≪説明図≫

至

池
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箕
面

至

三
田

宝塚歌劇場前
交差点

学校前踏切道

宝塚歌劇場前交差点での左折⾞の⼀部を
学校前踏切道の⼿前で左折させ

旧１７６号へ転換

北側流⼊の4割を占める左折⾞の削減により
宝塚歌劇場前交差点の交通負荷を軽減

交通量調査結果はH30.7.12（⽊）ピーク時6時間調査結果
（兵庫県調査）

北側流⼊交通量の状況

左折
41%

直進
43%

右折
16%

北側からのピーク時
流⼊交通量

1,546台/6H

案内看板の設置

一般国道１７６号宝塚歌劇場前交差点では、北側流入部に交通が集中することで渋滞が発生しており、ＪＲ福知山線の踏切
（学校前踏切道）の影響も受けて大きな渋滞が発生。

宝塚歌劇場前交差点北側の学校前踏切手前に案内看板を設置し、北側流入車両の４割を占める左折車両の一部を、旧国道
１７６号へ迂回させるルートに転換する対策を実施。

簡易調査の結果、引き続き渋滞が発生している事から、兵庫県・宝塚市など関係者で対策を検討していく。

案内看板

北側流入交通量の状況
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■（主）神戸三田線 平野交差点・水呑交差点・皆森交差点（神戸市北区・兵庫区）

４．令和３年度阪神地域検討WGの検討状況

北神地域と神戸市街地を結ぶ唯一の一般幹線道路であり、慢性的な渋滞が課題となっている（主）神戸三田線の平野交差点
・水呑交差点・皆森交差点における短期的な渋滞対策案を検討。

会議でデータ分析結果を踏まえた「現状の課題等」を関係機関で認識共有した上で、合同現地検討会で道路構造等現地状況
を踏まえた課題、対策実現性等について議論した上で対策案を取りまとめ、神戸市ＨＰでプレス発表、対策を進めている。

兵庫国道事務所︓ETC2.0による旅⾏速度・経路分析

①交通状況把握 ②渋滞発生メカニズムの解明

神⼾市︓交通量調査・交通渋滞調査

③合同現地踏査・対策方針の策定
１φ ２φ 押しボタン信号

押しボタン無しの場合の
サイクル⻑

130〜180秒 20〜30秒 （20秒）※ボタン押下時のみ 150-180秒で変動

100秒 20秒（ボタン押下時︓10秒） （20秒）※ボタン押下時のみ 120秒に統⼀

神⼾三⽥線
（南⾏き）

⼭麓線
（⻄⾏き）

北側へ向かう右折⾞に対し
先詰まりが発⽣

先詰まりにより
直進⾞が後続⾞を阻害し

渋滞発⽣

右折レーンから溢流した
右折⾞が後続⾞を阻害し

渋滞発⽣

⼣ピーク時間帯に帰宅⾞両が集中

右折レーン⻑の
不⾜

左折⾞に対する
歩⾏者ブロック

直左⾞線の左折⾞回避の⽬的で
直進⾞線に⾞両集中

流⼊部の処理能⼒低下で
渋滞発⽣

朝ピーク時間帯に
通勤・業務⾞両が集中

神⼾三⽥線
（北⾏き）

北側信号交差点で
右折⾞が後続⾞阻害

曲線部で
慢性的に速度低下

押しボタン信号で
北側交差点のサイクル⻑が延⻑



交差点 緊急的な対策（令和3年度） 短期的な対策（令和4年度〜）

皆森
交差点

・TDM施策の広報
・神⼾三⽥線（芝床〜⾕上間）東⾏き2⾞線化事業の推進 ・神⼾三⽥線（皆森〜芝床間）東⾏き2⾞線化事業の推進

⽔呑
交差点 ・TDM施策の広報 ・停⽌線前出しによる交差点コンパクト化

・信号現⽰⾒直し（試⾏実施）

平野
交差点

・TDM施策の広報
・右折導流線の前出し
・路⾯標⽰等修繕
・北側交差点での信号現⽰の⾒直し（試⾏実施）

・右折レーンの延伸
・北側交差点での信号現⽰の⾒直し（本実施）
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４．令和３年度阪神地域検討WGの検討状況

④神戸市HP プレス発表 （抜粋）

■（主）神戸三田線 平野交差点・水呑交差点・皆森交差点（神戸市北区・兵庫区）



４．令和３年度阪神地域検討WGの検討状況
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■（主）神戸三田線 TDM施策の検討

今年度の阪神地域検討WGで検討した神戸三田線ではTDM施策を検討し、公共交通への転換を促すとともに、時差通勤等を
促しピーク時間帯を避けるような交通行動の変容を狙った広報活動を令和３年度内の実施を目指して検討中。
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①⼤池⇒三宮間の交通⾏動変容イメージ
・7・8時台の同区間の⾃動⾞移動には30分以上を要しているがその前後であれば
30分未満での移動が可能なため、時差通勤等を促す広報を予定

・並⾏区間の鉄道利⽤では、20円多く掛かるものの半分以下時間で移動が可能な
ため、公共交通への転換を促す広報についても計画中。

⼿段 経路 所要時間 料⾦

⾃動⾞
神⼾三⽥線

+
新神⼾トンネル

３４分 ５００円
（ETC）

鉄道
神⼾電鉄
+

市営地下鉄
１６分 ５２０円

皆森

⼤池駅

三宮駅

⾕上駅

【⾃動⾞利⽤】
神⼾三⽥線+新神⼾TN

【鉄道利⽤】
神⼾電鉄+市営地下鉄

ピーク時は最⼤３４分
（8時台）

6時台は20分台で
三宮まで移動可能

9時台以降も20分台で
三宮まで移動可能

8時台の所要時間と料⾦の⽐較

⾃動⾞利⽤時の⼤池〜三宮間所要時間

出典：ETC2.0プローブデータ（R2.9-11 平日）

※鉄道の所要時間は谷上駅での乗り換え時間を含む
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神⼾三⽥線 平野経由 ⼭麓BP 天王⾕経由 ⼭麓BP ⻑⽥箕⾕線経由

8時台の所要時間と料⾦の⽐較

経路 所要時間 料⾦

神⼾三⽥線
平野経由

３２
分 －

⼭麓BP
天王⾕経由

２９
分

２１０
円

⼭麓BP
⻑⽥箕⾕線経由

２９
分

３７０
円

神⼾電鉄
湊川乗り換え

２２
分

５６０
円

神⼾電鉄
新開地乗換

２９
分

５００
円

⾃動⾞利⽤３ケースの所要時間⽐較

6時台であれば
神⼾三⽥線経由でも

30分未満で三宮に到達可能

出典：ETC2.0プローブデータ（R2.9-11 平日）

※鉄道の所要時間は湊川駅・新開地駅での乗り換え時間を含む

②鈴蘭台⇒三宮間の交通⾏動変容イメージ
・7・8時台の同区間の⾃動⾞移動には30分以上を要しているがその前後であれば30
分以下での移動が可能なため、時差通勤等を促す広報を予定

・⻑⽥箕⾕線等への他経路迂回や、公共交通への転換を促す広報を検討中。



５．対策検討中箇所の状況について
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箇所 所在地 実施状況

神⼾三⽥線
平野・⽔呑・皆森交差点

神⼾市
北区・
兵庫区

• TDM施策、信号現⽰の変更の試⾏実施など緊急的対策を令和3年度
中に実施

• 令和4年度以降も短期的対策を推進

伊川⾕町漆⼭
交差点

神⼾市
⻄区 • 神⼾市・兵庫県警・神⼾⼤学の官学連携による渋滞対策検討を実施中

⼀般国道１７６号
宝塚市域 宝塚市 • 案内看板の設置による迂回誘導を令和3年度に実施

上記箇所以外についても、引き続き県内全域で検討を推進


